
コヤマ新聞
ＴＨＥ ＫＯＹＡＭＡ ＳＨＩＮＢＵＮ

http://www.koyama2525.co.jp/

心と心をニュースで結ぶ 2014年   月 ＮＯ.　
発行：     コヤマカンパニー

〒569-0803

高槻市高槻町19番7号

tel :0120-21-0852

fax :072-683-0087

mail:web@koyama2525.co.jp 

株式
会社

No.   /平成  年  月 コヤマ新聞 （４）

114
●
今
月
の
一
冊

茂
木
健
一
郎
著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
刊

７ デ
ー
タ
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
外
食
業
界
・
消
費
者
動
向ビジネス食 考

114 26 ７

客単価３０００円超す業態好調各社、出店加速し収益力向上

  居酒屋チェーンの間で、客単価が３０００円と、一般的な店（２５００～２７００円程度）よりやや高い業態を強化する動きが相次いでいる。

  食材の価格上昇が続く中で、収益力の向上にもつながるためだ。

  食材の自社生産や契約先を拡充する動きが目立ってきている。

  居酒屋チェーン「塚田農場」は自社の養鶏場で育てた地鶏などを使った料理を特徴としており、客単価は４０００円程度となっている。

  チムニーは５月にシャモ料理店を始めた。同じく客単価は４０００円程度。契約農家から直接仕入れを行っている。

  モンテローザの「山内農場」を含め自社農場や契約農家から直接仕入の「安心感」などからやや高めの価格設定でも幅広い支持がある

  食材コストの上昇などで飲食業界全体の収益環境がなかなか改善されないなか「稼げる店」が一段と広がっていく可能性もある。

                （日経ＭＪ）

士
魂
商
才
の
経
営
者
／
出
光
佐
三
語
録

⑦
出
光
は
、
金
を
儲
け
よ
う
と
出
立
し
た
も
の
で
は
な
い

出
光
商
会
は
、
父
兄
に
代
わ
っ
て

若
者
を
訓
育
す
る
責
任
を
感
じ
て
い
る

｢海賊とよばれた男｣のモデル

眼

〈
グ
ル
メ
誌
の
特
集
紹
介
〉

通
い
た
く
な
る
メ
ニ
ュ
ー

日
本
人
好
み
で
味
濃
い
め

 
 

イ
タ
リ
ア
料
理
店
「
イ
タ
リ
ア
式

食
堂
キ
ャ
ン
テ
ィ
本
店
」
（
東
京
・

笹
塚
）
は
お
客
が
遠
方
か
ら
訪
れ
る

繁
盛
店
で
、
連
日
満
席
が
続
い
て
い

る
。
人
気
の
秘
密
は
、
日
本
人
の
味

覚
に
合
わ
せ
て
食
べ
や
す
く
工
夫
し

た
料
理
に
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
料
理
で

は
あ
る
が
「
ど
こ
か
で
飲
ん
だ
帰
り

に
立
ち
寄
っ
た
お
客
に
シ
メ
の
ラ
ー

メ
ン
や
そ
ば
の
よ
う
な
感
覚
で
食
べ

て
も
ら
お
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
開
発
し
た
。

 
 

料
理
と
並
ん
で
リ
ピ
ー
タ
開
拓
に

貢
献
し
て
い
る
の
が
３
５
０
～
５
０

０
円
の
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
（
80
～
１
０

０
種
類
）
。
３
５
０
０
本
分
（
７
５

０
ml
換
算
）
の
販
売
量
を
誇
っ
て
い

る
。
店
舗
面
積
は
23
坪
で
月
商
１
０

０
０
万
円
。

ア
ジ
ア
文
化
、
食
か
ら
学
ぶ

話
題
呼
ん
で
い
る
学
生
食
堂

 
 

神
田
外
国
語
大
学
（
千
葉
市
）
が

４
月
に
開
い
た
学
生
食
堂
「
食
神
」

（
し
ょ
く
じ
ん
）
が
話
題
を
呼
ん
で

い
る
。
テ
ー
マ
は
ア
ジ
ア
。
中
国
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
の
約
20

種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
ほ
か

、
輸
入
し
た
調
度
品
で
屋
台
な
ど
各

国
の
街
並
み
を
再
現
し
た
。
学
生
食

堂
と
し
て
は
珍
し
く
イ
ス
ラ
ム
教
徒

向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
や
礼
拝
所
も
設
け

る
。
秋
か
ら
本
格
的
に
一
般
開
放
し
、

食
を
通
じ
て
異
文
化
を
理
解
す
る
拠

点
に
す
る
。

 
 

客
単
価
は
４
０
０
～
５
０
０
円
で

１
日
平
均
４
０
０
人
が
利
用
す
る
。

最
大
の
特
徴
は
ア
ジ
ア
の
雰
囲
気
を

実
感
で
き
る
空
間
。
１
階
は
「
屋
台

テ
ー
ブ
ル
コ
ー
ナ
ー｣

な
ど
を
設
け
、

タ
イ
か
ら
輸
入
し
た
本
物
の
３
輪
自

動
車
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
、
ベ
ト
ナ
ム
自

転
車
タ
ク
シ
ー｢

シ
ク
ロ｣

が
あ
る
。

現
地
に
限
り
な
く
近
い
環
境
だ
か
ら

こ
そ
異
文
化
の
理
解
も
進
む
。
調
度

品
な
ど
本
物
志
向
を
徹
底
し
た
。
店

舗
面
積
は
１
０
０
０
㎡
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
日
経
Ｍ
Ｊ
）

▽
料
理
通
信
／
８
月
号

特
集
‥
夏
の
酒
と
つ
ま
み

・
新
世
代
の
酒
場
が
切
り
拓
く
夏
の

酒
と
つ
ま
み

・
日
本
酒
の
新
世
界
へ
よ
う
こ
そ
！

・
大
江
戸
vs
上
方
日
本
酒
祭
、
つ
ま

み
対
決

▽
料
理
王
国
／
８
月
号

大
特
集
‥
パ
ス
タ
、
パ
ス
タ
、
パ
ス

タ
／
誰
に
も
負
け
な
い
シ
ェ
フ
自
慢

の
パ
ス
タ
教
え
ま
す

・
イ
タ
リ
ア
パ
ス
タ
紀
行

・
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
パ
ス
タ
の
お

い
し
い
関
係

 
 

出
光
商
会
は
金
を
儲
け
よ
う
と
し
て
出
立
し
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
生
働
い
て
働
き
抜
い
て
見
よ
う
。
そ
れ
も
各
個
が
バ
ラ

バ
ラ
に
働
く
の
で
は
な
い
、
一
致
団
結
し
て
働
こ
う
、
こ
れ
が
人

間
生
ま
れ
き
た
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
り
、
国
家
に
対
す
る
責
務
で
あ

り
、
社
会
人
と
し
て
の
道
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ

こ
に
不
動
の
主
義
方
針
を
持
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

私
が
三
十
年
前
、
燃
ゆ
る
が
ご
と
き
情
熱
を
持
つ
青
年
と
し
て
、

金
力
の
横
暴
、
資
本
家
に
対
す
る
反
抗
、
独
立
自
営
の
夢
、
外
来

の
権
利
思
想
に
対
す
る
嫌
悪
、
家
族
主
義
、
温
情
主
義
に
対
す
る

愛
着
、
日
本
国
粋
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
な
ど
よ
り
、
自
然
と
理
想

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
の
理
想
を
実
業
界
に
実
現
し
よ
う
と
し

た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
（
昭
和
15
年
９
月
「
紀
元
二
千

六
百
年
を
迎
え
て
」
の
訓
示
よ
り
）

 
 

右
の
よ
う
な
話
を
す
る
と
、

福
井
敬
三
と
か
増
野
伸
と
か
、

吉
村
和
人
と
か
い
っ
た
連
中
か

ら
、
よ
く
質
問
が
あ
っ
た
。

「
あ
ん
た
は
そ
ん
な
こ
と
を
お

っ
し
ゃ
る
け
ど
、
少
し
は
儲
け

な
く
て
は
…
…
。
こ
れ
で
は
毎

月
の
銀
行
の
支
払
い
が
つ
ら
す

ぎ
ま
す
よ
。
少
し
は
大
阪
の
小

沢
商
店
あ
た
り
の
真
似
で
も
な

さ
っ
た
ら
…
…
」

 
 

福
井
は
神
戸
高
商
の
出
身
で
、

出
光
よ
り
も
一
年
先
輩
で
あ
っ

た
。
増
野
は
広
島
商
業
、
吉
村

は
福
岡
商
業
の
卒
業
で
、
こ
れ

ら
は
質
問
と
い
う
よ
り
も
、
反

問
、
な
い
し
反
撃
と
い
う
方
が

当
た
っ
て
い
た
。

「
い
や
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
」

 
 

と
出
光
は
、
強
く
首
を
振
る
。

「
小
沢
商
会
の
行
き
方
は
、
い

ま
目
の
前
で
は
儲
か
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も

そ
れ
で
儲
か
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
」

 
 

小
沢
商
会
は
、
日
石
か
ら
現

金
買
い
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
安

く
さ
せ
る
。
そ
れ
を
電
報
一
本
、

手
紙
一
通
で
注
文
を
取
っ
て
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
卸
す
。
卸
し

先
は
一
定
し
て
い
な
い
。
そ
れ

も
ま
た
値
引
し
て
、
そ
の
代
わ

り
現
金
で
か
、
現
金
同
様
の
短

期
の
手
形
で
払
わ
せ
る
。
そ
の

金
を
持
っ
て
ま
た
日
石
に
行
っ

て
、
「
現
金
買
い
だ
か
ら
」
と

負
け
さ
せ
て
…
…
。

「
卸
し
た
相
手
の
顔
も
見
て
い

な
い
。
愛
情
も
湧
か
ね
ば
、
親

近
感
も
起
こ
ら
ん
。
そ
の
場
限

り
だ
。
全
く
の
黄
金
の
奴
隷
で

は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、

う
ち
は
一
々
支
店
員
が
相
手
を

務
め
る
。
人
間
対
人
間
だ
。
親

近
感
が
湧
き
、
長
く
お
得
意
さ

ん
と
し
て
固
定
す
る
。
長
い
目

で
見
て
、
ど
ち
ら
が
本
道
か
、

す
ぐ
に
判
る
だ
ろ
う
」

 
 

支
店
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
支
店
員
の
数
も
増
え
る
わ
け

だ
が
、
そ
れ
は
な
る
べ
く
少
数

で
済
ま
せ
た
い
。
す
る
と
、
必

然
的
に
「
ま
か
せ
切
る
」
と
い

う
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

 
 

ま
か
せ
切
る
た
め
に
は
、
そ

れ
だ
け
の
人
材
が
要
る
。
こ
う

し
て
出
光
商
会
の
『
人
材
養
成
』

は
、
ま
す
ま
す
き
び
し
く
な
っ

て
い
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
）

増
殖
始
め
た｢

ネ
オ
日
本
酒｣
業
態

 
 

ワ
イ
ン
に
続
き
、
酒
類
が
牽
引
す
る
飲
食
ト
レ
ン
ド
の
ネ
ク
ス
ト
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
、
注
目
を
集
め
て
い
る
「
ネ
オ
日
本
酒
」
業
態
。
蔵
元
の
世
代

交
代
、
醸
造
技
術
の
進
化
、
さ
ら
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報

拡
散
効
果
に
よ
り
、
い
ま
ま
で
日
本
酒
を
知
ら
な
か
っ
た
世
代
に
も
大
き
な

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

90
ml
５
０
０
円
の
均
一
価
格
で

全
国
の
純
米
酒
１
０
０
種
以
上

立
ち
飲
み
の
日
本
酒
専
門
店
が

オ
シ
ャ
レ
な
バ
ル
の
雰
囲
気
で

２
冊
１
セ
ッ
ト
の
メ
ニ
ュ
ー
で

酒
蔵
の
歴
史
、
特
徴
な
ど
紹
介

２
ペ
ー
ジ
に
続
く

 
 

完
全
に
「
軸
ト
レ
ン
ド
」
と
な
っ

た
「
ネ
オ
日
本
酒
」
業
態
。
若
手
経

営
者
に
よ
る
日
本
酒
専
門
店
の
オ
ー

プ
ン
が
増
え
て
い
ま
す
。
い
ま
最
も

カ
ッ
コ
よ
く
て
オ
シ
ャ
レ
な
業
態
と

し
て
日
本
酒
業
態
が
生
ま
れ
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
新
た
な
拡
大

を
見
せ
始
め
た
新
・
日
本
酒
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
リ
ー
ド
す
る
ニ
ュ
ー
オ
ー
プ

ン
の
店
を
紹
介
し
ま
す
。

 
 

均
一
価
格
に
よ
る
飲
み
や
す
さ
、

手
軽
さ
の
イ
メ
ー
ジ
を
拡
大
さ
せ
て

い
る
の
は
、
90
ml
と
い
っ
た
よ
う
な

小
グ
ラ
ス
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
顧

客
は
多
く
の
種
類
の

日
本
酒
を
気
軽
に
飲

み
比
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
「
旧
・
日

本
酒
」
の
店
で
は
、

い
ま
だ
に
１
合
か
ら

の
提
供
が
基
準
と
な

り
、
そ
れ
が
初
心
者
に
対
し
て
敷
居

を
高
く
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

 
 

東
上
野
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
純
米

酒
専
門 

 

粋
酔
」
は
オ
ー
ナ
ー
市
場

氏
の
２
店
舗
目
。
47
都
道
府
県
す
べ

て
の
純
米
酒
が
１
０
０
種
類
以
上
揃

う
と
い
う
こ
だ
わ
り
。
初
心
者
に
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
専
門
店
と
思
い
き

や
、
す
べ
て
90
ml
５
０
０
円
の
均
一

価
格
の
気
軽
な
ス
タ
イ
ル
。
さ
ら
に

２
時
間
、
２
時
間
半
の
飲
み
放
題
シ

ス
テ
ム
も
あ
り
、
誰
も
が
利
き
酒
感

覚
で
日
本
全
国
の
蔵
元
の
最
新
の
銘

柄
を
楽
し
め
ま
す
。 

 

酒
師
の
ス
タ

ッ
フ
が
い
て
信
頼
度
も
高
く
、
嗜
好

に
合
わ
せ
て
丁
寧
に
対
応
し
て
く
れ

ま
す
。

 
 

三
軒
茶
屋
の
三
角
地
帯
に
１
月
下

旬
オ
ー
プ
ン
し
た
「
日
本
酒
専
門
店

采
（
さ
い
）
」
は
立
ち
飲
み
。
コ
の

字
カ
ウ
ン
タ
ー
が
木
仕
様
の
シ
ン
プ

ル
モ
ダ
ン
な
オ
シ
ャ
レ
な
雰
囲
気
は

バ
ル
ス
タ
イ
ル
。
料
理
は
職
人
が
作

る
日
本
酒
に
合
わ
せ
た
手
の
込
ん
だ

ア
テ
。
し
か
し
、
価
格
は
３
０
０
～

５
０
０
円
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
カ
ウ

ン
タ
ー
の
外
に
置
い
た
日
本
酒
冷
蔵

庫
の
中
に
揃
う
60
～
70
種
類
の
日
本

酒
は
生
酒
が
多
く
、
し
か
も
小
さ
な

蔵
で
あ
り
な
が
ら
実
力
派
の
日
本
酒

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ル
の
よ

う
な
環
境
と
美
味
し
い
料
理
、
し
か

も
ワ
ン
コ
イ
ン
と
い
っ
た
気
軽
さ
で
、

旧
・
日
本
酒
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
ま

す
。
日
本
酒
フ
ァ
ン
は
も
と
よ
り
、

初
心
者
も
気
後
れ
せ
ず
に
い
ら
れ
ま

す
。
女
性
の
一
人
客
も
多
い
。
経
営

は
同
じ
三
軒
屋
で
予
約
必
須
の
焼
鳥

店
「
床
島
」
の
２
号
店
。

 
 

赤
羽
駅
の
西
口
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
日
本
酒
Ｂ
Ａ
Ｒ 

 

し
じ
ゅ
う
ご
え

ん
」
。
日
本
酒
60
種
以
上
で
サ
イ
ズ

は
90
ml
、
４
５
０
円
均
一
価
格
で
楽

し
め
ま
す
。
有
名
日
本
酒
専
門
店
か

ら
独
立
し
た 

 

酒
師
で
あ
る
オ
ー
ナ

ー
氏
田
さ
ん
が
選
ん
だ
こ
だ
わ
り
の

日
本
酒
の
中
に
は
、
珍
し
い
女
性
杜

氏
の
銘
柄
も
あ
り
、
個
性
的
な
ラ
イ

ナ
ッ
プ
が
楽
し
め
ま
す
。
赤
羽
の
喧

噪
か
ら
離
れ
た
ラ
ー
メ
ン
屋
の
２
階

の
店
は
女
性
オ
ー
ナ
ー
と
あ
っ
て
、

女
性
も
入
り
や
す
い
隠
れ
家
。
当
然

な
が
ら
オ
ー
ナ
ー
自
身
も
大
の
日
本

酒
フ
ァ
ン
で
、
彼
女
の
作
る
料
理
は
、

ど
れ
も
ひ
と
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
日

本
酒
の
ア
テ
と
し
て
よ
く
マ
ッ
チ
ン

グ
し
ま
す
。

 
 

日
本
酒
専
門
店
の
人
気
を
リ
ー
ド

す
る
日
本
酒
バ
ル
、
五
反
田
の
「
和

酒
バ
ー
ル
Ａ
Ｇ
Ｉ
」
の
オ
ー
ナ
ー
平

見
氏
が
、
期
待
の
２
号
店
「
酒
人 

 

あ
ぎ
」
を
中
目
黒
の
山
手
通
り
沿
い

に
３
月
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
現
在

46
歳
。
最
終
的
に
は
50
歳
を
目
標
に

し
た
酒
蔵
（
銘
柄
）
固
定
の
日
本
酒

を
揃
え
、
彼
ら
が
醸
す
日
本
酒
の
世

界
に
触
れ
、
客
、
酒
蔵
、
店
が
一
体

化
で
き
る
、
今
ま
で
に
な
い
新
し
い

形
の
日
本
酒
専
門
店
で
す
。
揃
う
酒

蔵
は
オ
ー
ナ
ー
の
平
見
氏
と
新
店
の

立
ち
上
げ
の
企
画
か
ら
携
わ
っ
て
き

た
元
酒
販
店
出
身
の
飲
ま
し
手
、
山

本
貴
文
氏
が
今
ま
で
に
出
会
い
、
信

頼
感
を
深
め
、
縁
を
築
い
て
き
た
蔵

と
い
い
ま
す
。
２
冊
１
セ
ッ
ト
の
メ

ニ
ュ
ー
で
は
、
同
店
で
扱
う
す
べ
て

の
酒
蔵
の
歴
史
、
特
徴
、
酒
造
り
へ

の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
彼
ら
が
支
え
る
日
本
酒
の
歴
史
、

日
本
酒
の
知
識
を
得
る
読
み
物
と
し

て
も
十
分
な
価
値
を
持
ち
、
味
わ
う

酒
も
ま
た
ひ
と
味
違
う
も
の
に
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

▼

口利

口利

口利



No.   /平成  年  月 コヤマ新聞

酒造りの伝統を今に伝え

る摂津富田郷。そこにあ

って、国乃長でおなじみ

の寿酒造では、最古の銘

醸地における富田酒の伝

統を守り抜き、今も変わ

ることなく手造りの技法

（２～３）

解像度350dpi
アウトライン
EPSでフォトショップは保存�
1枚目と2枚目を分けて保存｡
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今
月
の
新
着
ワ
イ
ン

ス
ペ
イ
ン
編
⑤

｢全国繁盛店総点検｣ ～３～

従
業
員
教
育
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト(

46)

～あき丸ワイン漫遊録～
⑭夏のおすすめ    泡もの

(

(

ワインアドバイザー

ＡＫＩＨＩＫＯ Ｍ．

特 集

（３）

お
客
が
思
わ
ず
う
な
る

口利

口利

季節も早、夏の装いを見せてきまし

た。夕食のスタートはやはりビール

でグイッと行きたいという方が多い

ですよね。しかし、今回の提案は同

じ泡ものでも、ワインの泡もの、ス

パークリングワインです。

まずはフランス、シャンパーニュ地

方、ヴァレー・ド・マルヌ地区から

ジャン・ド・ヴィラレブリュット

（辛口）(写真①)です。昨年ベルリ

ンワイントロフィーで金賞を受賞し

たワインです。飲んだ感じはシャン

パーニュらしいきめ細やかな泡立ち

で、甘酸っぱい香りに、飲み口はし

なやかで、やわらかく、酸味と厚み

のバランスが抜群なんです。何と言

っても、シャンパーニュなのに、コ

ヤマ価格2980円（税別）というのは

うれしいですよね。

お次はフランス、ブルゴーニュから

エルペ・ケルラン、１８７３年創業

でワイン醸造５代目の職人技がさえ

る、フルーティでバランスのとれた

ブラン・ド・ブラン(同②)。爽やか

で辛口、使い勝手もよく、いろんな

場面で活躍してくれます。お値段も

コヤマ価格1560円（税別）で、お求

めやすいですよ。

最後は珍しい赤のスパーリング(同

③)。品種はピノノワールでやさし

い甘味で、繊細なベリー系の風味、

口当たりもまろやか。女性向け間違

いなし！お値段はコヤマ価格2230円 

（税別）。今年の夏はお値打ちスパ

ークリングで乾杯！

■池波正太郎著／剣客商売

  庖丁ごよみ⑦ 夏 鱸
す
ず
き

１
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く

カ
ネ
あ
り
、
コ
ネ
あ
り

■
磯
山
友
幸(

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト)

50
代
起
業
は
ロ
ー
リ
ス
ク

▼

 
 

五
反
田
の
日
本
酒
専
門
店
火
付
け

役
と
い
え
ば
、「
そ
れ
が
し
」
で
す
。

味
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
最
初
に
提
案

し
た
の
は
こ
の
店
。
２
号
店
「
鶏
料

理
そ
れ
が
し
」
も
五
反
田
に
出
し
、

３
号
店
を
こ
の
ほ
ど
恵
比
寿
西
口
五

差
路
の
先
に
オ
ー
プ
ン
。
恵
比
寿
と

い
え
ば
、
恵
比
寿
南
の
交
差
点
か
ら

至
近
の
ビ
ル
７
階
に
「
麦
酒
庵 

 

恵

比
寿
店
」
が
２
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
か
ら
日
本
酒

小
さ
な
蔵
に
こ
だ
わ
り
続
け
る

 
 

オ
ー
ナ
ー
の
水
田
善
之
氏
は
、
４

年
前
ま
で
大
手
通
信
会
社
に
勤
め
て

い
ま
し
た
が
、
自
他
共
に
認
め
る
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
・
マ
ニ
ア
で
あ
っ
た

同
氏
は
、
ビ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

な
ど
に
も
携
わ
り
、
い
つ
し
か
飲
食

業
界
へ
の
転
職
を
考
え
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
脱
サ
ラ
し
、
四
谷
の
日
本
酒

と
牡
蠣
で
有
名
な
「
酒
徒
庵
」
で
経

験
を
積
み
ま
す
。

 
 

も
と
も
と
日
本
酒
（
と
く
に
濃
厚

系
や
お
燗
系
）
に
も
精
通
し
て
い
た

こ
と
や
、
「
酒
徒
庵
」
店
主
の
サ
ポ

ー
ト
も
あ
り
、
同
店
か
ら
の
暖
簾
分

け
と
い
う
形
で
、
自
身
が
か
ね
て
よ

り
理
想
と
し
て
掲
げ
て
い
た
「
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
が
味
わ
え
て
、
し
っ
か

り
し
た
和
食
を
出
す
店
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
麦
酒
と
牡
蠣
と

お
ば
ん
ざ
い
の
「
麦
酒
庵
」
（
大
塚

店
）
を
２
０
１
１
年
に
開
業
し
ま
し

た
。
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
×
和
食
と
い

う
組
み
合
わ
せ
は
、
当
時
と
し
て
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
や
、
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
を
マ
ニ
ア
だ
け
で
な
く

幅
広
い
層
の
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
に
、
し
っ
か
り
和
食
を
出

し
、
一
軒
目
使
い
の
店
と
し
て
落
ち

着
い
て
酒
も
料
理
も
楽
し
め
る
こ
と

は
重
要
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
か
ら
３
年
経
ち
、
満
を
持
し
て

の
２
号
店
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

 
 

錦
糸
町
の
南
口
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
小
さ
な
蔵 

 

だ
れ
や
め
」
。
や
は

り
日
本
酒
専
門
店
か
ら
独
立
し
た
福

永
氏
の
店
。
「
小
さ
な
蔵
」
の
名
の

通
り
、
実
力
を
持
つ
小
さ
な
蔵
に
こ

だ
わ
る
日
本
酒
は
、
季
節
の
日
本
酒

を
常
時
12
種
類
程
度
揃
え
て
い
ま
す
。

 
 

同
じ
錦
糸
町
の
北
口
に
２
月
オ
ー

プ
ン
し
た
ば
か
り
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
の
２
店
舗
目
「
蔵
み
そ
ら
屋
」
。

40
種
類
以
上
揃
う
日
本
酒
は
、
ち
ょ

い
呑
み
70
ml
３
６
０
円
、
ぐ
い
呑
み

１
０
０
ml
５
０
０
円
、
一
途
呑
み
１

合
９
０
０
円
の
均
一
価
格
で
、
ポ
ー

シ
ョ
ン
が
３
タ
イ
プ
。

 
 

東
京
は
い
ま
、
「
ネ
オ
日
本
酒
」

業
態
増
殖
中
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ

う
。

 
 
 
 
 
 
 
 

（
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
）

 
 

鱸
は
、
稚
魚
か
ら
老
大
（
３
尺
余

に
達
す
る
も
の
も
珍
し
く
な
い
）
す

る
ま
で
に
、
セ
イ
ゴ
、
フ
ッ
コ
と
名

が
変
わ
る
。
つ
ま
り
出
世
魚
だ
が
、

何
と
い
っ
て
も
旨
い
の
は
盛
夏
で
、

だ
か
ら
、
洗
い
に
し
て
食
べ
る
に
限

る
と
い
う
人
も
い
る
し
、

「
い
や
、
塩
焼
き
が
、
何
と
も
い
え

な
い
」

「
吸
い
物
も
い
い
」

 
 

こ
の
よ
う
に
、
フ
ァ
ン
が
多
い
鱸

は
、
高
級
魚
と
い
っ
て
よ
い
。

 
 

秋
に
な
っ
て
、
川
か
ら
海
へ
も
ど

っ
て
来
た
「
落
ち
鱸
」
を
待
ち
、
チ

リ
鍋
に
す
る
の
を
待
ち
こ
が
れ
て
い

る
人
も
い
る
。

［
鱸
の
塩
焼
］

 
 

文
吉
の
庖
丁
で
鱸
の
塩
焼
が
出
た
。

 
 

客
が
ま
た
二
人
、
三
人
と
入
っ
て

来
て
、
夫
婦
が
い
そ
が
し
く
な
っ
た
。

小
兵
衛
は
、
そ
れ
を
う
れ
し
げ
に
な

が
め
つ
つ
、
手
酌
で
ゆ
っ
く
り
の
み

は
じ
め
た
。

 
 
(

『
天
魔
』
中｢

夫
婦
浪
人｣

よ
り)

［
冷
奴
］

 
 

そ
こ
へ
、
寺
嶋
村
の
豆
腐
屋
が
毎

朝
の
豆
腐
を
届
け
に
来
た
。

 
 

夏
に
な
る
と
、
小
兵
衛
は
朝
か
ら

豆
腐
を
食
べ
る
の
で
、
日
に
四
丁
の

豆
腐
が
要
る
。

 
 

井
戸
水
で
よ
く
よ
く
冷
や
し
た
豆

腐
の
上
へ
摩
り
生
姜
を
の
せ
、
こ
れ

に
、
醤
油
と
酒
を
合
わ
せ
た
も
の
へ

胡
麻
の
油
を
二
、
三
滴
落
し
た
も
の

を
か
け
ま
わ
し
て
食
べ
る
の
が
、
小

兵
衛
の
夏
の
好
物
で
あ
っ
た
。

 
 

そ
の
「
か
け
汁
」
の
加
減
が
む
ず

か
し
く
て
、
お
は
る
は
少
女
の
こ
ろ

か
ら
小
兵
衛
の
許
に
い
て
、
こ
の
か

け
汁
を
こ
し
ら
え
て
き
た
わ
け
だ
が
、

こ
の
ご
ろ
、
よ
う
や
く
小
兵
衛
の
文

句
が
出
な
く
な
っ
た
。

「
剣
術
つ
か
い
は
飲
み
食
い
の
加
減

が
う
る
さ
い
ね
、
三
冬
さ
ま
。
お
た

く
の
若
先
生
も
そ
う
で
す
か
ね
？
」

な
ど
と
、
つ
い
二
、
三
日
前
に
、
隠

宅
へ
あ
ら
わ
れ
た
三
冬
へ
、
お
は
る

が
い
っ
た
も
の
だ
。

 
 
(

『
勝
負
』
中｢
小
判
二
十
四
両｣

よ
り)

［
芋
茎
と
油
揚
の
煮
付
け
］

 
 

老
僕
の
権
兵
衛
の
手
で
、
軽
い
中

食
が
出
さ
れ
た
。

 
 

に
ぎ
り
め
し
へ
味
噌
を
ま
ぶ
し
た

の
を
、
さ
っ
と
焙
っ
た
も
の
と
、
芋

茎
と
油
揚
を
煮
た
一
鉢
。
塩
漬
の
秋

茄
子
な
ど
の
簡
素
な
中
食
で
あ
っ
た

が
、
長
年
、
九
万
之
助
に
仕
え
て
い

て
、
身
の
ま
わ
り
一
切
の
世
話
を
し

て
い
る
権
兵
衛
だ
け
に
、
な
か
な
か

手
ぎ
わ
が
よ
い
の
で
あ
る
。

 
 
(

『
狂
乱
』
中｢

狂
乱｣

よ
り)

鱸
の
塩
焼
き

●
材
料
／
鱸 

 

塩

 
 

こ
け
（
鱗
）
を
落
と
す
。

 
 

三
枚
に
下
ろ
す
よ
う
に
庖
丁
を
入

れ
る
。
身
に
小
骨
が
残
ら
な
い
よ
う

に
手
で
開
く
。
塩
は
遠
目
に
か
け
る

と
ま
ん
べ
ん
な
く
か
か
る
。
か
ま
は

脂
が
の
っ
て
い
て
、
特
に
お
す
す
め
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
新
潮
文
庫
よ
り
）

 
 

五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
―
―
。

「
論
語
」
に
記
さ
れ
た
孔
子
の
言
葉

は
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。
孔
子
以
降

の
長
い
間
、
人
々
は
天
命
を
知
っ
た

後
は
「
余
生
」
と
し
て
老
後
を
送
る

の
が
常
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
私
た

ち
は
平
均
余
命
が
大
き
く
延
び
た
日

本
社
会
を
生
き
て
い
る
。
天
命
を
知

っ
た
れ
ば
こ
そ
、
も
う
１
回
人
生
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
。
「
会
社
が
す
べ
て
」
の
人

生
を
送
っ
た
人
に
こ
そ
お
ス
ス
メ
の

「
50
代
の
リ
セ
ッ
ト
」
を
提
案
し
た

い
。

 
 

 
 

東
京
・
押
上
の
十
軒
橋
商
店
街
。

ご
多
分
に
漏
れ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店

街
だ
が
、
そ
の
一
角
に
日
本
酒
好
き

の
間
で
急
速
に
有
名
に
な
っ
た
お
店

が
あ
る
。
日
本
酒
バ
ー
「
酔
香
」
。

店
主
の
菅
原
雅
信
さ
ん
が
２
０
１
０

年
５
月
、
50
歳
の
と
き
に
開
い
た
お

店
だ
。
菅
原
さ
ん
は
出
版
大
手
の
日

経
Ｂ
Ｐ
社
で
「
日
経
レ
ス
ト
ラ
ン
」

の
編
集
長
な
ど
を
務
め
た
有
能
な
記

者
だ
っ
た
。

 
 

菅
原
さ
ん
が
起
業
を
思
い
立
っ
た

の
は
50
歳
に
な
っ
た
と
き
。
現
場
取

材
が
中
心
の
記
者
か
ら
内
勤
が
中
心

の
デ
ス
ク
へ
と
仕
事
が
変
わ
っ
た
こ

と
が
大
き
か
っ
た
。

 
 

「
不
本
意
な
形
で
会
社
に
居
残
る

く
ら
い
な
ら
、
気
力
体
力
が
あ
る
う

ち
に
新
し
い
こ
と
を
し
た
い
」
。
そ

ん
な
思
い
が
湧
い
た
。

 
 

「
日
経
レ
ス
ト
ラ
ン
」
時
代
に
外

食
業
界
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。
も

と
も
と
日
本
酒
が
好
き
で
、
取
材
を

通
じ
て
多
く
の
蔵
元
と
知
り
合
い
に

な
っ
た
。
そ
ん
な
知
識
や
人
脈
が
店

を
開
く
の
に
役
立
っ
た
。
「
古
い
民

家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
日
本
酒

の
店
」
。
ま
ず
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確

に
し
て
絞
り
込
ん
だ
の
は
、
記
者
と

し
て
見
て
き
た
外
食
産
業
の
基
本
だ

っ
た
。
物
件
探
し
に
奔
走
し
た
が
、

古
び
た
民
家
や
廃
業
し
た
店
舗
は
、

不
動
産
屋
の
売
り
物
件
情
報
に
は
ま

ず
出
て
こ
な
い
。
気
に
入
っ
た
空
き

家
が
見
つ
か
る
と
、
思
い
を
綴
っ
た

手
紙
を
ポ
ス
ト
に
投
函
し
た
。

 
 

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
知
り
合

い
に
な
っ
た
飲
食
店
の
人
か
ら
「
売

り
物
件
が
出
た
」
と
い
う
情
報
が
舞

い
込
ん
で
き
た
。
十
軒
橋
商
店
街
の

酒
屋
だ
っ
た
。

 
 

蔵
元
へ
の
伝
手
で
特
徴
あ
る
日
本

酒
が
手
に
入
る
。
そ
れ
を
ど
れ
も
「
半

合
４
０
０
円
」
の
低
価
格
で
提
供
し

て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
10
席
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
土
日
で
も
な
か

な
か
予
約
が
取
れ
な
い
。

 
 

不
便
な
場
所
の
小
さ
な
店
で
も
や

っ
て
い
け
る
の
は
、
固
定
費
が
安
い

か
ら
で
あ
る
。
建
物
は
１
５
０
０
万

円
、
改
装
費
用
に
８
５
０
万
円
。
地

代
は
月
４
・
５
万
円
で
「
と
り
あ
え

ず
80
歳
く
ら
い
ま
で
」
と
い
う
こ
と

で
、
30
年
契
約
に
し
て
住
居
兼
用
と

し
た
。
従
業
員
は
雇
わ
ず
、
「
食
べ

て
い
け
る
く
ら
い
の
利
益
が
出
れ
ば

い
い
」
と
割
り
切
っ
た
。
50
歳
代
の

起
業
は
一
見
リ
ス
ク
が
高
そ
う
だ
が
、

決
っ
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
結
果
、

開
業
以
来
、
黒
字
が
続
い
て
い
る
。

 
 

菅
原
さ
ん
は
日
経
Ｂ
Ｐ
社
時
代
、

リ
タ
イ
ア
を
控
え
た
団
塊
世
代
を
狙

っ
た
雑
誌
「
日
経
マ
ス
タ
ー
ズ
」
の

取
材
・
編
集
に
携
わ
っ
た
。
そ
こ
で
、

会
社
人
間
一
筋
で
来
て
、
最
後
に
「
濡

れ
落
ち
葉
」
に
な
っ
た
多
く
の
人
た

ち
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

 
 

菅
原
さ
ん
は
言
う
。
「
仕
事
を
し

な
が
ら
で
も
い
い
か
ら
、
会
社
以
外

に
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」
。

 
 
 
 
 
 
 
 

（｢

Ｗ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ｣

よ
り
）

 
 
 
 
 
 

× 
 
 
 
 

× 
 
 
 
 

×

▽
紙
面
の
都
合
で
「
世
界
に
冠
た
る

日
本
酒
」
は
お
休
み
し
ま
す
。

食
べ
て
い
け
る
く
ら
い
の

利
益
が
出
れ
ば
い
い

葡萄畑の様子

●カタシモワイナリーにて

葡萄の房の様子

①
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